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エレクトロパラトグラム(EPG)および 

サウンドスペクトログラム(SPG)資料 

―日本語の撥音―* 
 

桐越 舞 † 

 

キーワード： エレクトロパラトグラフィ、サウンドスペクトログラム、 

日本語共通語、撥音、国際音声記号 (IPA) 
 

1 はじめに 

本稿は、日本語共通語の音声について、エレクトロパラトグラフィ

(Erectropalatography, EPG)によって収録した基礎資料を公開することを目

的としている。 
EPG の用途とその動向については桐越舞 (2018)から引用する。 
 

EPG は主に歯科医師や言語聴覚士による言語臨床で使用されている

が (吉沢典男 1984、藤原百合・山本一郎 2006、松井理直 2017)、それに

限らず、言語学・音声学の分野においても、言語の特徴を明らかにする

ことができる有益な研究方法のひとつであると言える。電極が埋め込ま

れた人工口蓋を装着した被験者が、調音時に舌を口蓋のどの部分にどの

程度接着させているのかをデジタル記録することで、調音位置やその面

積、調音法による舌運動の差異などを連続的に見ることができる。舌や

 
*本稿の執筆にあたり、山本歯科医院矯正歯科クリニックの山本一郎先生にご協力いただき、

人工口蓋の作成、器材の提供および助言を受けた。この場を借りてお礼申し上げる。 
†大東文化大学非常勤講師／茅ヶ崎リハビリテーション専門学校非常勤講師 
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口蓋に直接塗料を塗る静的パラトグラフィ (福盛貴弘・桐越舞 2012)に
対し、動的パラトグラフィと呼ばれる。リオン社が 1978 年より製造・

販売したダイナミックパラトグラフ (Dynamic Palatoglaphy, DP)によって、

日本語共通語 (城生佰太郎 1984、Sawashima and Kiritani 1985)や方言研

究 (杉藤美代子・大谷良子 1980、高田正治 1989)が行われた。しかし、

器材そのものや、人工口蓋を個別に作成するための多額の研究費用が必

要なためか、この研究方法が広く普及することはなく、DP は 1996 年に

販売を終了した。 
2000 年代に入ると、Articulate Instruments 社の Win EPG による研究が

行われるようになった (Nakamura 2005、Kawahara and Matsui 2017)。DP
に比べ廉価で、サンプリングレートも DP の 64Hz から 100Hz になり、

日本国内で Win EPG 用の人工口蓋が作成されるようにもなった。また、

Win EPG の動画を収めた研究成果も登場した (山本一郎・藤原百合監修

2009)。なお、静的パラトグラフィも近年再評価されつつあり (青井隼

人 2010、竹石絵梨・福盛貴弘 2015)、動的・静的に関わらず、日本語の

パラトグラフィ研究は新たな展開を迎えている。 
EPG を用いて日本語を総体的に見た研究は、静的パラトグラフィ (荒

井賢一 1958)、DP (国立国語研究所 1990、大西雅行 1996)、Win EPG 
(Kochetov 2018)のそれぞれで行われている。これらは日本語の限られた

母音・子音でなく、五十音を対象としたものである。特に国立国語研究

所 (1990)は EPG の遷移図を全データ掲載しており、基礎資料として非

常に価値のあるものである。 
 

2000 年以降、Win EPG における体系的な資料は管見の限り見当たらな

い。桐越舞 (2018)では日本語共通語の 1 モーラにあたる V、CV および

CSV 構造の音についての EPG データを提示した。そこで、本稿では日本

語共通語の撥音についての EPG データについて、Win EPG による収録資料

を極力 raw data に近い形で公開する。 
音声の原波形・広帯域サウンドスペクトログラム (SPG)・EPG の遷移

データを同期提示したものに加え、EPG の累積データを接触率と接触点

に分けて示す。なお、EPG が発話全体でなく発話中の特定箇所の接地点を
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提示できることを利用して、発話中で撥音に該当する箇所を抜き出したデ

ータも示すこととする。 
本稿の資料は、日本語共通語話者 1 名によるデータである。いち正常者

の EPG として、他の EPG や静的パラトグラフィ、あるいは内省との比較

として利用されたい。 
 

2 方法 

2.1 収録方法 
 本稿における被験者、収録条件は以下のとおりである。同収録場所で作

成依頼したオーダーメイドの EPG Palate (人工口蓋)を硬口蓋に装着し、装

着状態に慣れる時間を置いてから音声を収録した。いずれも複数回収録し

ているが、最も調音の明瞭であったものを資料として採用した。音声のサ

ンプリングレートは 22050Hz・16bit・モノラルで、EPGのサンプリングレ

ートは100Hzである。また、人工口蓋の接触地点と調音位置の対応関係は

図 A のとおりである。 
 
被験者  桐越舞 27 歳 女性 言語形成地：埼玉県草加市 
収録日時  2012 年 12 月 12 日 
収録場所  山本歯科医院矯正歯科クリニック (兵庫県西宮市) 
収録器材  Articulate Instruments Limited 社製 Win EPG 
      EPG Palate 

SONY 社製コンデンサマイクロホン ECM-MS957 
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図 A：人工口蓋の接触地点と調音位置の対応 

 
2.2 収録資料 
 収録資料は単独の撥音および撥音を含む語の計 25 語である (表 1) 。表

1 の IPA 表記は典型的な発音と思われるものを示している。撥音 (「ん」

「ン」)はその直後の音によって音声が様々に変化するが、鼻音性を有する

という共通点がある。城生佰太郎ほか編 (2011：493)では撥音について、 
 

その具体的音声は直後に来る音声の種類によって決まり、概して、 (1) 
閉鎖を有する子音 (破裂音、破擦音、鼻子音)の前ではそれと同じ調音位

置の鼻子音によって、 (2) 閉鎖を有しない音 (摩擦音、接近音、母音)
の前では鼻母音によって、 (3) 直後に音声が来ないとき (必ずしも語末

と等価でない点に注意)には口蓋垂鼻音 [N] によって実現される。 
 
と説明した上で、特に鼻母音や口蓋垂鼻音に関しては、音声の連続的な推

移やゆれにより「音声の認定が容易ではない」とも述べている。また、吐

師道子ほか (2014)は、X 線マイクロビームデータを用いた分析の結果、後

続音声のない撥音の典型が口蓋垂鼻音 [N] であることに疑問を呈してい

る。そこで、本稿は撥音の調音にゆれが生じることを考慮し、1 つの資料

につき 2 回分のデータを提示する。その際、単語全体の EPG データの他、

発話中の撥音に該当する箇所の EPG データも抜き出した。 

歯茎 

後部歯茎 

硬口蓋 

軟口蓋 
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表 2 は図表番号および IPA 表記の一覧である。IPA は日本語共通語のい

わゆる典型例 (福盛貴弘 2010)ではなく、実際の調音を簡略表記すること

に努めた。被験者の個別的特徴は以下のとおりである。 
 
(1) 明確な調音を意識したため、自然発話に比べ調音速度がやや遅い。 
(2) [ŋ]～[N]、[g]～[G]のゆれがみられる。 
(3) 無声摩擦音の直前の撥音は[ã]になる。 
(4) 語末の撥音の異音は[N] [ŋ] [ŋj]である。 
(5) 単独の撥音の異音は[N] [ŋ]である。 
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表 1：収録資料一覧および IPA 表記 1 
 撥音 資料 IPA (典型的な表記) 

語中 [m] カンパ 
アンバ (あん馬) 
サンマ (秋刀魚) 

[kampa] 
[amba] 
[samma] 

[n] サンタ 
カンダ (神田) 
カンナ (鉋) 

[santa] 
[kanda] 
[kanna] 

[ŋ] サンカ (参加) 
サンガイ (三階) 
サンカイ (三階) 

[saŋka] 
[saŋgai] 
[saŋŋai] 

[nj] タンニ (単二) 
キンニク (筋肉) 

[tanjnji] 
[kjinjnjikɯ] 

[i] サンシン (三振) 
サンヤ (山野) 

[saiɕiN] 
[saija] 

[ɯ] サンスー (算数) 
サンワ (三羽) 

[saɯsɯː] 
[saɯwa] 

[ã] サンイン (山陰) [saãiN] 
[e] センエン (千円) [seeeN] 

語末 [N] アン 
イン 
ウン 
エン 
オン 

[aN] 
[iN] 
[ɯN] 
[eN] 
[oN] 

サン (三) 
サンカン (参観) 

[saN] 
[saŋkaN] 

単独 [N] ン [N] 
 

 
1 IPA は典型的な表記である。また、語末「アン、イン、ウン、エン、オン」および単独「ン」

は無意味語として発話した資料である。 

゜ 

˜ 

˜ ¨ 

˜ 

˜ 
˜ 
˜ ¨ ¨ 
¨ ˜ 

˜ 

¨ 

¨ 
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表 2：図表番号および IPA 表記 
 語中 IPA (実際の調音) 
[m] 図 1-1a：「カンパ」 

図 1-1b：「カンパ」 
図 1-2a：「アンバ (あん馬)」 
図 1-2b：「アンバ (あん馬)」 
図 1-3a：「サンマ (秋刀魚)」 
図 1-3b：「サンマ (秋刀魚)」 

[kampa] 
[kampa] 
[amba] 
[amba] 
[samma] 
[samma] 

[n] 図 2-1a：「サンタ」 
図 2-1b：「サンタ」 
図 2-2a：「カンダ (神田)」 
図 2-2b：「カンダ (神田)」 
図 2-3a：「カンナ (鉋)」 
図 2-3b：「カンナ (鉋)」 

[santa] 
[santa] 
[kanda] 
[kanda] 
[kanna] 
[kanna] 

[ŋ] 図 3-1a：「サンカ (参加)」 
図 3-1b：「サンカ (参加)」 
図 3-2a：「サンガイ (三階)」 
図 3-2b：「サンガイ (三階)」 
図 3-3a：「サンカイ (三階)」 
図 3-3b：「サンカイ (三階)」 

[saŋka] 
[saŋka]～[saNqa] 
[saŋgai] 
[saŋgai] 
[saNNai] 
[saNNai] 

[nj] 図 4-1a：「タンニ (単二)」 
図 4-1b：「タンニ (単二)」 
図 4-2a：「キンニク (筋肉)」 
図 4-2b：「キンニク (筋肉)」 

[tanjnji] 
[tanjnji] 
[kjinjnjikɯ] 
[kjinjnjikɯ] 

[i] 図 5-1a：「サンシン (三振)」 
図 5-1b：「サンシン (三振)」 
図 5-2a：「サンヤ (山野)」 
図 5-2b：「サンヤ (山野)」 

[saãɕiŋj] 
[saãɕiŋj] 
[saija] 
[saija] 

 
 

゜ 
゜ 

¨ 
¨ 

˜ 
˜ 

˜ 
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[ɯ] 図 6-1a：「サンスー (算数)」 
図 6-1b：「サンスー (算数)」 
図 6-2a：「サンワ (三羽)」 
図 6-2a：「サンワ (三羽)」 

[saãsɯː] 
[saãsɯː] 
[saɯwa] 
[saɯwa] 

[ã] 図 7-1a：「サンイン (山陰)」 
図 7-1b：「サンイン (山陰)」 

[saiiŋj] 
[saiiŋj] 

[e] 図 8-1a：「センエン (千円)」 
図 8-1b：「センエン (千円)」 

[seieN] 
[seieN] 

 
 語末 IPA 

[N] 図 9-1a：「アン」 
図 9-1b：「アン」 
図 9-2a：「イン」 
図 9-2b：「イン」 
図 9-3a：「ウン」 
図 9-3b：「ウン」 
図 9-4a：「エン」 
図 9-4b：「エン」 
図 9-5a：「オン」 
図 9-5b：「オン」 

[aN] 
[aN] 
[iŋj] 
[iŋj] 
[ɯN] 
[ɯN] 
[eŋ] 
[eŋ] 
[oŋ] 
[oN] 

図 10-1a：「サン (三)」 
図 10-1b：「サン (三)」 
図 10-2a：「サンカン (参観)」 
図 10-2b：「サンカン (参観)」 

[saŋ] 
[saN] 
[saŋkaN] 
[saŋkaN] 

図 11a：「ン」 
図 11b：「ン」 

[Nˑ]～[ŋˑ] 
[Nˑ] 

 
 
 
 

¨ 
¨ 

¨ 
¨ 
¨ 

˜ 

¨ ¨ 

˜ 
˜ 

˜ 

˜ 
˜ ˜ 
˜ 
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2.3 表示方法 
図B は 3 章の資料の凡例である。各資料は上段の原波形・広帯域サウン

ドスペクトログラム (SPG)・EPG 遷移図と、下段の EPG 累積図で構成さ

れている。下段上は上段と同時間軸上のデータであり、下段下は撥音の箇

所を抜き出したデータである 2。 
上段および下段上は1000msの表示幅 3で、時間軸は図の左から右方向で

ある。EPG の遷移データは 10ms 間隔の 4 段表示で、表示順は矢印のよう

に上から右斜め下、最下段からすぐ右の最上段へと移る。 
下段は EPG の累積図である。下段左は SPG の表示範囲 4の接触地点ごと

の接触率で、例えば図 B では軟口蓋の左端から「100・19・4・2・1…」と

表記があるが、これはそれぞれ上段の SPG における発話範囲を 100%とし

たときの接触率を表している。つまり、「カンパ」と発話したときの軟口蓋

接触率は「100%・19%・4%・2%・1%…」である。「0」は発話中に一度も

接触がないこと (0%)を意味する。 
下段右は接触点で、どの程度接触していたかは関係なく、発話中に一度

でも接触があれば塗りつぶされて表示される。これは静的パラトグラフィ

における結果に近似したものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2 音声は連続的であるため「撥音」に該当する部分のみを特定することは困難であるが、筆

者による SPG の目視および聴取から撥音箇所を暫定的に抜き出した。 
3 表示幅の設定は目視のため、「約 1000ms」である。発話開始までの口蓋接触の様子を収

めるため、SPG が図の右寄りになっている場合がある。 
4 -VOT を除いた SPG 上の子音・母音を計測範囲とした。 
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「カンパ」[kampa] 
 

「カンパ」 

「カンパ」 

図 B：資料の凡例 
 

EPG 遷移図 

原波形 

サウンドスペクトログラム 

EPG 累積図 

接触率 接触点 

接触率 接触点 

EPG 累積図 
の範囲 
 

EPG 累積図 
の範囲 
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3 資料 

 

 

「カンパ」[kampa] 
 

「カンパ」 

「カンパ」 

図 1-1a：「カンパ」[kampa] 
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「カンパ」[kampa] 
 

「カンパ」 

「カンパ」 

図 1-1b：「カンパ」[kampa] 
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「アンバ」[amba] 
 

「アンバ」 

「アンバ」 

図 1-2a：「アンバ(あん馬)」[amba] 
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「アンバ」[amba] 
 

「アンバ」 

「アンバ」 

図 1-2b：「アンバ(あん馬)」[amba] 
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「サンマ」[samma] 
 

「サンマ」 

「サンマ」 

図 1-3a：「サンマ(秋刀魚)」[samma] 
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「サンマ」[samma] 
 

「サンマ」 

「サンマ」 

図 1-3b：「サンマ(秋刀魚)」[samma] 
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「サンタ」[santa] 
 

「サンタ」 

「サンタ」 

図 2-1a：「サンタ」[santa] 
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「サンタ」[santa] 
 

「サンタ」 

「サンタ」 

図 2-1b：「サンタ」[santa] 
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「カンダ」[kanda] 
 

「カンダ」 

「カンダ」 

図 2-2a：「カンダ(神田)」[kanda] 
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「カンダ」[kanda] 
 

「カンダ」 

「カンダ」 

図 2-2b：「カンダ(神田)」[kanda] 
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「カンナ」[kanna] 
 

「カンナ」 

「カンナ」 

図 2-3a：「カンナ(鉋)」[kanna] 
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「カンナ」[kanna] 
 

「カンナ」 

「カンナ」 

図 2-3b：「カンナ(鉋)」[kanna] 
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「サンカ」[saŋka] 
 

「サンカ」 

「サンカ」 

図 3-1a：「サンカ(参加)」[saŋka] 
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「サンカ」[saŋka]～[saNqa] 
 

「サンカ」 

「サンカ」 

図 3-1b：「サンカ(参加)」[saŋka]～[saNqa] 
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「サンガイ」[saŋgai] 
 

「サンガイ」 

「サンガイ」 

図 3-2a：「サンガイ(三階)」[saŋgai] 
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「サンガイ」[saŋgai] 
 

「サンガイ」 

「サンガイ」 

図 3-2b：「サンガイ(三階)」[saŋgai] 
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「サンカイ」[saNNai] 
 

「サンカイ」 

「サンカイ」 

図 3-3a：「サンカイ(三階)」[saNNai] 
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「サンカイ」[saNNai] 
 

「サンカイ」 

「サンカイ」 

図 3-3b：「サンカイ(三階)」[saNNai] 
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「タンニ」[tanjnji] 
 

「タンニ」 

「タンニ」 

図 4-1a：「タンニ(単二)」[tanjnji] 
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「タンニ」[tanjnji] 
 

「タンニ」 

「タンニ」 

図 4-1b：「タンニ(単二)」[tanjnji] 
 

 
 



166 一般言語学論叢第 22 号 (2019) 

 

 

 

「キンニク」[kjinjnjikɯ] 
 

「キンニク」 

「キンニク」 

図 4-2a：「キンニク(筋肉)」[kjinjnjikɯ] 
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「キンニク」[kjinjnjikɯ] 
 

「キンニク」 

「キンニク」 

図 4-2b：「キンニク(筋肉)」[kjinjnjikɯ] 
 

 

¨ 
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「サンシン」[saãɕiŋj] 
 

「サンシン」 

「サンシン」 

図 5-1a：「サンシン(三振)」[saãɕiŋj] 
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「サンシン」[saãɕiŋj] 
 

「サンシン」 

「サンシン」 

図 5-1b：「サンシン(三振)」[saãɕiŋj] 
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「サンヤ」[saija] 
 

「サンヤ」 

「サンヤ」 

図 5-2a：「サンヤ(山野)」[saija] 
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「サンヤ」[saija] 
 

「サンヤ」 

「サンヤ」 

図 5-2b：「サンヤ(山野)」[saija] 
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˜ 



172 一般言語学論叢第 22 号 (2019) 

 

 

 

「サンスー」[saãsɯː] 
 

「サンスー」 

「サンスー」 

図 6-1a：「サンスー(算数)」[saãsɯː] 
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「サンスー」[saãsɯː] 
 

「サンスー」 

「サンスー」 

図 6-1b：「サンスー(算数)」[saãsɯː] 
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「サンワ」[saɯwa] 
 

「サンワ」 

「サンワ」 

図 6-2a：「サンワ(三羽)」[saɯwa] 
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「サンワ」[saɯwa] 
 

「サンワ」 

「サンワ」 

図 6-2a：「サンワ(三羽)」[saɯwa] 
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「サンイン」[saiiŋj] 
 

「サンイン」 

「サンイン」 

図 7-1a：「サンイン(山陰)」[saiiŋj] 
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「サンイン」[saiiŋj] 
 

「サンイン」 

「サンイン」 

図 7-1b：「サンイン(山陰)」[saiiŋj] 
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「センエン」[seieN] 
 

「センエン」 

「センエン」 

図 8-1a：「センエン(千円)」[seieN] 
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「センエン」[seieN] 
 

「センエン」 

「センエン」 

図 8-1b：「センエン(千円)」[seieN] 
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「アン」[aN] 
 

「アン」 

「アン」 

図 9-1a：「アン」[aN] 
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「アン」[aN] 
 

「アン」 

「アン」 

図 9-1b：「アン」[aN] 
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「イン」[iŋj] 
 

「イン」 

「イン」 

図 9-2a：「イン」[iŋj] 
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「イン」[iŋj] 
 

「イン」 

「イン」 

図 9-2b：「イン」[iŋj] 
 

 
 



184 一般言語学論叢第 22 号 (2019) 

 

 

 

「ウン」[ɯN] 
 

「ウン」 

「ウン」 

図 9-3a：「ウン」[ɯN] 
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「ウン」[ɯN] 
 

「ウン」 

「ウン」 

図 9-3b：「ウン」[ɯN] 
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「エン」[eŋ] 
 

「エン」 

「エン」 

図 9-4a：「エン」[eŋ] 
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「エン」[eŋ] 
 

「エン」 

「エン」 

図 9-4b：「エン」[eŋ] 
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「オン」[oŋ] 
 

「オン」 

「オン」 

図 9-5a：「オン」[oŋ] 
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「オン」[oN] 
 

「オン」 

「オン」 

図 9-5b：「オン」[oN] 
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「サン」[saŋ] 
 

「サン」 

「サン」 

図 10-1a：「サン(三)」[saŋ] 
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「サン」[saN] 
 

「サン」 

「サン」 

図 10-1b：「サン(三)」[saN] 
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「サンカン」[saŋkaN] 
 

「サンカン」 

「サンカン」 

図 10-2a：「サンカン(参観)」[saŋkaN] 
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「サンカン」[saŋkaN] 
 

「サンカン」 

「サンカン」 

図 10-2b：「サンカン(参観)」[saŋkaN] 
 

 
 



194 一般言語学論叢第 22 号 (2019) 

 

 

「ン」[Nˑ]～[ŋˑ] 
 

「ン」 

図 11a：「ン」[Nˑ]～[ŋˑ] 
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「ン」[Nˑ] 
 

「ン」 

図 11b：「ン」[Nˑ] 
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A list of electropalatograms 

and sound spectrograms: 

Mora-nasal in Japanese 
 

Mai KIRIKOSHI 
 

This paper provides a list of electropalatograms and sound spectrograms for 
words containing mora-nasal (hatsuon /N/) in Japanese, which would be ex-
pected to serve as reference data for other comparative research. All the electro-
palatogrphic and sound spectrographic data were collected by a female native 
speaker of the Saitama dialect with normal articulation. 
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